
 

ご入学、ご進級、おめでとうございます 

                                                            校 長  杉森 祥吾 
 

桜の花も咲き、命が躍動する暖かい季節が訪れ、令和８年４月６日の始業式、並びに８日の

入学式には、新１年生５３名を迎え、全校児童３０１名、1５学級、関係全教職員６３名で、令和８

年度の羽村市立栄小学校の教育活動が始まりました。保護者の皆様、お子様のご入学、ご進

級、誠におめでとうございます。 

 

この度、令和８年４月１日付にて羽村市立栄小学校第１６代校長として着任しました、 

杉森 祥吾（すぎもり しょうご）と申します。これまで、本校が教職員、保護者、地域の皆様ととも

に築き上げてこられた歴史と伝統を受け継ぎ、揺ぎ無く、「本校児童の健やかな成長」を第一義

とした教育活動を展開し、皆様からより一層信頼を得られる学校づくりに努めて参ります。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  本校の学校教育目標、目指す学校像をお示しします。 

 

全ての教育活動は、この学校教育目標、学校像等を目指した取組です。教職員一同、子供た

ち一人一人のよさを見つめ、自らの専門性を高め、組織的に学校改善に努める中で、「ふるさと

を愛し、豊かな心とたくましく生きる力をもつ子供」を育んでいきます。 

また、多様化、複雑化している様々な学校教育の課題解決を図ると同時に、喫緊の課題であ

る学校現場における働き方改革もより一層推進して参ります。 

学校教育における不易と流行を的確に見極め、全教職員一体となって柔軟かつ迅速に教育

活動を進めていく決意です。 

本年度も、保護者、地域の皆様の変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

            

 
【学校教育目標】 

「ふるさとを愛し、豊かな心とたくましく生きる力をもつ子供」の育成 

よく考えて学ぶ子…課題解決力・自己調整力 

明るくじょうぶな子…体力・コミュニケーション力 

助け合って働く子…協働性・協調性 
 

【目指す学校像】 

・子供一人一人がよさを発揮し、未来を切り拓くための力を身に付ける学校 
・保護者・地域から信頼され、笑顔・挨拶あふれる学校 

・何事も自分事として捉え、チーム力を生かし、主体的に課題を解決する学校 
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